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②テーマにっし1て雪まとめ，伝え合おう＜100年後はどんな世界になるのだろうか＞………第 9時

食の視点から迫った第 5時の学習を受けてり第 6• 7⑨ 8時では9 衣＠住＠宗教について自分たちで

選択した調べ方で学習を進めた。そして9 第 9時では「自分の考えを深めよう」と投げかけ，

。追求したテーマについて整理し自分の考えをまとめること

。生活はいろいろな要素で成灼立っていることに気づき，世界を見る視点をつかむこと

を具体的な学習とした。そしてラ終末においてヲく100年後はどんな世界になるのだろうか＞という共

通の課題に切ついて，一人ひとりが自分の考えを述べη 伝えていこうとした。紙面の都合上詳細を述べる

ことはできないが句 j多様な考えを根拠をもとに引き出すことができ，対話による議論も行うことができ

た。この際，一人ひとりがもっている多様な考えを深められるよう，立場分けをしたり，根拠となるこ

とへの問し1かけや間し、直しをしたりして3 個々の考えがの違いを明らかにするために掘り下げていっ

についての自分の考えをまと

4 成果と課題

本単元の終末においてヲ 100年後の世界はどのようになっているのか，

めた。次のような記述が見られた。

a～dの学習場面を意図して単

元構成し学習を進めていくことに

より，社会的な事象に対して多面

的⑩多角的にとらえる見方が身に

ついていっていると考える。社会

科における思考力。判断力＠表現

力の育成を図るためにはヲ問題発

見の場面がまず大切になってくる。

そして，問題解決の場面では9 生

徒の思考を深めるために9 一人ひ

とりの考えを掘り下げていくこと

で9 考え方の違いが明らかにでき

ると考えている。本単元の実践で

はp a 「具体的な活動や体験の中

かふ問題を発見したり必要な情

報を収集する学習活動」の中から

問題発見をめざした。世界各地の

J人々の生J舌の違いlこ目を向けさせ

ていくことによりヲ問題発見から

追求という過程に学習を進めるこ

とができた。 6らにーョネ会gjfしたり 9

まとめたりしたことをイ云え F合うと

いう表現的な活動そ通してより

次の見方 α考え方、が身につき 9 思

考力＠判断力＠表現力は高まった

ように思われる。

かりやすく伝える活動を仕組みヲ

り下げて司伝える活動

より

白
出をもって自分の言葉で他者に

してしべ j詰奇設定し，言葉にこだわり

有効なことであると感じたのぎ7びi§tt，、

特に思考。判断したことをヲ

分の言葉で相手に説明し？

することは非常に重要でありヲ
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